
１ 農業信用保険勘定
（１）農業保険業務

（平成27年3月31日現在）
（単位：百万円）

金　　額 金　　額
（資産の部） （負債の部）
Ⅰ 流動資産 Ⅰ 流動負債

現金及び預金 9,658 リース債務（短期） 0 
有価証券 12,627 引当金
未収金 870 賞与引当金 29 
その他の流動資産 102 政府事業交付金 8,823 

流動資産合計 23,257 支払備金 995 
その他の流動負債 16 

Ⅱ 固定資産 流動負債合計 9,863 
1 有形固定資産 Ⅱ 固定負債

建物 221 リース債務（長期） 1 
減価償却累計額 △ 129 引当金

土地 663 退職給付引当金 841 
32 責任準備金 5,499 

減価償却累計額 △ 20 固定負債合計 6,341 
有形固定資産合計 767 16,203 

（純資産の部）
2 無形固定資産 31 Ⅰ 資本金

政府出資金 5,442 
3 投資その他の資産 民間出資金 20,239 

投資有価証券 34,596 資本金合計 25,681 
3 Ⅱ 資本剰余金

34,599 政府交付金 3,288 
特別出えん金 23 

固定資産合計 35,397 資本剰余金合計 3,311 
Ⅲ 利益剰余金

前中期目標期間繰越積立金 9,774 
3,685 

(3,685)
利益剰余金合計 13,458 

42,450 
58,654 58,654 

＊　有形固定資産、無形固定資産は便宜上農業保険業務に一括計上

（自　平成26年4月1日　　至　平成27年3月31日）
（単位：百万円）

金　　額 金　　額
経常費用 経常収益

事業費 事業収入
保険事業費 保険事業収入

保険金 3,926 保険料収入 3,404 
求償権管理回収助成 28 回収金収入 2,931 
支払備金繰入 78 政府事業交付金収入 564 
事業費合計 4,032 責任準備金戻入 923 

一般管理費 事業収入合計 7,822 
人件費 383 財務収益
直接業務費 80 受取利息 2 
管理業務費 62 有価証券利息 495 
賞与引当金繰入 29 財務収益合計 496 
退職給付引当金繰入 10 雑益 6 
減価償却費 44 
一般管理費合計 608 

経常費用合計 4,640 経常収益合計 8,324 
経常利益 3,685 経常損失 -  
臨時損失

固定資産除却損 0 
臨時損失合計 0 

当期純利益 3,685 当期純損失 -  
当期総利益 3,685 

科　　　目 科　　　目

科　　　目 科　　　目

その他の有形固定資産

負債合計

その他の投資その他の資産
投資その他の資産合計

損　　　益　　　計　　　算　　　書

貸　　　借　　　対　　　照　　　表

当期未処分利益
（うち当期総利益）

純資産合計
資産合計 負債純資産合計

１．貸借対照表

（注）貸借対照表及び損益計算書の説明における金額の次の（ ）内は、２５年度からの

増減を示す（以下同じ）。

（１）平成２６年度末における資産総額は５８６億５４百万円（２２億８０百万円増）で
ある。

主な内訳は、有価証券及び投資有価証券が４７２億２３百万円（２９億９０百万円
増）、現金及び預金が９６億５８百万円（６億１２百万円減）である。

（２）負債総額は１６２億３百万円（１４億５百万円減）である。
主な内訳は、政府事業交付金８８億２３百万円（５億９０百万円減）、責任準備金

５４億９９百万円（９億２３百万円減）、支払備金９億９５百万円（７８百万円増）、
退職給付引当金８億４１百万円（２３百万円増）である。

（３）純資産総額は４２４億５０百万円（３６億８５百万円増）である。
主な内訳は、政府及び農業信用基金協会等からの出資金２５６億８１百万円（増減

なし）、政府交付金３２億８８百万円（増減なし）、利益剰余金１３４億５８百万円
（３６億８５百万円増）である。

２．損益計算書

（１）平成２６年度の経常費用は４６億４０百万円（５１億８５百万円減）、経常収益は
８３億２４百万円（４億４２百万円増）で、これに臨時損失を加味した結果、当期純
利益は３６億８５百万円となり、前年度の１９億４３百万円の損失から利益に転じた。

（２）この損失から利益に転じた主な要因は、
① 支払備金について、前年度１億９０百万円の戻入（収益計上）であったのに対し、

本年度は７８百万円の繰入（費用計上）となったこと、
② 政府事業交付金収入が５億６４百万円（１億６８百万円減）となったものの、

一方で、
③ 責任準備金について、相当程度の実績データの蓄積に伴い、より精緻化な見積り

が可能となったため、会計上の見積り変更を行ったことから、前年度は４１億４４
百万円の繰入であったのに対し、本年度は、保険価額残高の減少及び事故率低下の
影響により９億２３百万円の戻入となったこと、

④ 保険金について、畜産関係の各種資金が融通措置されていることや、金融円滑化
法の期限到来後も貸付条件の変更等同様の措置が講じられていることにより、３９
億２６百万円（１２億５百万円減）となったこと

等による。



（２）農業融資業務

（平成27年3月31日現在）
（単位：百万円）

金　　額 金　　額
（資産の部） （負債の部）
Ⅰ 流動資産 Ⅰ 流動負債

現金及び預金 4 リース債務（短期） 0 
有価証券 1,173 引当金
未収収益 3 賞与引当金 2 
短期貸付金 12,392 その他の流動負債 1 
その他の流動資産 - 流動負債合計 3 

流動資産合計 13,572 Ⅱ 固定負債
リース債務（長期） 0 

Ⅱ 固定資産 引当金
1 有形固定資産 退職給付引当金 49 

建物 - 固定負債合計 49 
減価償却累計額 - 52 

土地 - （純資産の部）
- Ⅰ 資本金

減価償却累計額 - 政府出資金 29,584 
有形固定資産合計 - 民間出資金 - 

資本金合計 29,584 
2 無形固定資産 - Ⅱ 資本剰余金

政府交付金 8,214 
3 投資その他の資産 特別出えん金 - 

長期貸付金 24,522 資本剰余金合計 8,214 
0 Ⅲ 利益剰余金

24,522 前中期目標期間繰越積立金 246 
固定資産合計 24,522 △ 1 

(△ 1)
利益剰余金合計 245 

38,043 
38,094 38,094 

＊　有形固定資産、無形固定資産は便宜上農業保険業務に一括計上

（自　平成26年4月1日　　至　平成27年3月31日）
（単位：百万円）

金　　額 金　　額
経常費用 経常収益

一般管理費 事業収入
人件費 22 貸付事業収入
直接業務費 1 貸付金利息 6 
管理業務費 4 事業収入合計 6 
賞与引当金繰入 2 財務収益
退職給付引当金繰入 1 受取利息 0 
減価償却費 3 有価証券利息 25 
一般管理費合計 32 財務収益合計 25 

雑益 0 
経常費用合計 32 経常収益合計 31 

経常利益 - 経常損失 1 
臨時損失

固定資産除却損 0 
臨時損失合計 0 

- 1 
- 1 当期総利益

科　　　目 科　　　目

当期純利益 当期純損失
当期総損失

損　　　益　　　計　　　算　　　書

貸　　　借　　　対　　　照　　　表

純資産合計
資産合計 負債純資産合計

科　　　目 科　　　目

その他の有形固定資産

負債合計

当期未処理損失
（うち当期総損失）

その他の投資その他の資産
投資その他の資産合計

１．貸借対照表

（１）平成２６年度末における資産総額は３８０億９４百万円（２９百万円減）である。
主な内訳は農業信用基金協会に対する貸付金（短期及び長期）３６９億１４百万円

（１５百万円増）、有価証券１１億７３百万円（３９百万円減）、現金及び預金４百
万円（５百万円減）である。

（２）負債総額は５２百万円（２８百万円減）である。
主な内訳は、退職給付引当金４９百万円（２７百万円減）である。

（３）純資産総額は３８０億４３百万円（１百万円減）である。
主な内訳は政府出資金２９５億８４百万円（増減なし）、政府交付金８２億１４百

万円（増減なし）、利益剰余金２億４５百万円（１百万円減）である。

２．損益計算書

（１）平成２６年度の経常費用は３２百万円（１０百万円減）、経常収益は３１百万円
（４百万円減）で、これに臨時損失を加味した結果、当期総損失は１百万円（損失の
７百万円減）となった。

（２）この損失が減少となった主な要因は、
① 収益において、金利の低下により貸付金利息が６百万円（２百万円減）となった

ものの、
② 費用において、一般管理費が３２百万円（１０百万円減）となったこと
等による。


